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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（１）で表されるアントラセン誘導体。
【化１】

（式（１）中、Ｘは、（ｎ１＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有して
いてもよい。Ｙは、（ｎ２＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有してい
てもよい。ｎ１及びｎ２は、それぞれ独立して、１～３の整数である。）
【請求項２】
　上記Ｘ及びＹがフェニレン基であり、ｎ１及びｎ２が１である請求項１に記載のアント
ラセン誘導体。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のアントラセン誘導体及び／又はこのアントラセン誘導体
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から得られる重合体を含む硬化性組成物。
【請求項４】
　請求項３に記載の硬化性組成物を硬化して得られる硬化物。
【請求項５】
　塩基性化合物の存在下、下記式（２）で表されるアントラセン誘導体にハロゲン化アリ
ルを反応させる工程を有する下記式（１）で表されるアントラセン誘導体の製造方法。
【化２】

（式（２）中、Ｘは、（ｎ１＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有して
いてもよい。Ｙは、（ｎ２＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有してい
てもよい。ｎ１及びｎ２は、それぞれ独立して、１～３の整数である。）
【化３】

（式（１）中、Ｘは、（ｎ１＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有して
いてもよい。Ｙは、（ｎ２＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有してい
てもよい。ｎ１及びｎ２は、それぞれ独立して、１～３の整数である。）

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規なアントラセン誘導体、これを含む硬化性組成物、この硬化物及び新規
なアントラセン誘導体の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　芳香環及び複数のアリル基を有する化合物は、芳香環の剛直性及びアリル基の反応性等
を利用し、各種樹脂原料等に用いられている。
【０００３】
　上記化合物としては、ナフトール環を含む特定の構造及びアリル基を有し、高耐熱性と
低吸水性とを兼ね備える樹脂を得ることができる化合物（特開平５－８６１５７号公報参
照）や、フルオレン骨格及びアリル基を有し、機械的特性等に優れた樹脂を得ることがで
きる化合物（特開２００４－１３７２００号公報参照）等が開発されている。
【０００４】
　このような中、各種樹脂原料等となる化合物に対する要求は高まり、例えば、高い光屈
折性や蛍光特性等の機能を有する高付加価値化された化合物等の開発が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開平５－８６１５７号公報
【特許文献２】特開２００４－１３７２００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上述のような事情に基づいてなされたものであり、高い光屈折性及び蛍光特
性を有し、樹脂原料等として好適な化合物及びこの製造方法、この化合物を含む硬化性組
成物並びに硬化物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するためになされた発明は、
　下記式（１）で表されるアントラセン誘導体である。
【化１】

（式（１）中、Ｘは、（ｎ１＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有して
いてもよい。Ｙは、（ｎ２＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有してい
てもよい。ｎ１及びｎ２は、それぞれ独立して、１～３の整数である。）
【０００８】
　当該アントラセン誘導体は、アントラセン骨格を有するため、アントラセン特有の諸特
性、例えば高光屈折性及び紫外線に対する蛍光性能等を備えている。また、当該アントラ
セン誘導体は、２つ以上のアリル基を有するため、重合性を有し、耐熱性、難燃性等に優
れた硬化物を得ることができる。従って、当該アントラセン誘導体によれば、各種樹脂原
料用等の高い汎用性を発揮することができる。
【０００９】
　当該アントラセン誘導体は、上記Ｘ及びＹがフェニレン基であり、ｎ１及びｎ２が１で
あるとよい。当該アントラセン誘導体は、炭素密度が高いため、融点や光屈折率が高く、
得られる硬化物等の上記諸特性をさらに高めることができる。また、このような構造のア
ントラセン誘導体は、この化合物自体及びこの化合物の硬化物を効率よく製造することが
できる。
【００１０】
　本発明の硬化性組成物は、上記アントラセン誘導体及び／又はこのアントラセン誘導体
から得られる重合体を含むものである。当該組成物は硬化性を有し、蛍光特性などのアン
トラセン骨格を有する化合物に特有な性質を備え、高い汎用性及び付加価値を有する様々
な樹脂を合成する樹脂原料組成物等として用いることができる。
【００１１】
　本発明の硬化物は、上記硬化性組成物を硬化して得られるものである。当該硬化物は、
アントラセン骨格を有することで、高光屈折性や蛍光特性を備えることができ、多分野へ
の応用が可能な樹脂となる。
【００１２】
　本発明のアントラセン誘導体の製造方法は、
　塩基性化合物の存在下、下記式（２）で表されるアントラセン誘導体にハロゲン化アリ
ルを反応させる工程を有する下記式（１）で表されるアントラセン誘導体の製造方法であ
る。
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【化２】

（式（２）中、Ｘは、（ｎ１＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有して
いてもよい。Ｙは、（ｎ２＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有してい
てもよい。ｎ１及びｎ２は、それぞれ独立して、１～３の整数である。）
【化３】

（式（１）中、Ｘは、（ｎ１＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有して
いてもよい。Ｙは、（ｎ２＋１）価の芳香族基であり、この芳香族基が置換基を有してい
てもよい。ｎ１及びｎ２は、それぞれ独立して、１～３の整数である。）
【００１３】
　当該製造方法によれば、上記式（２）で表されるアントラセン誘導体の種類を選択する
こと等によって、所望する当該アントラセン誘導体を効率よく製造することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように、本発明のアントラセン誘導体は高い光屈折性及び蛍光特性等の諸
特性を備え、また、反応性に優れるアリル基を複数有することから、汎用性に優れ、各種
樹脂原料等として好適に用いることができる。また、このアントラセン誘導体及び／又は
このアントラセン誘導体から得られる重合体を含む硬化性組成物や、この硬化性組成物か
ら得られる硬化物も、蛍光特性等のアントラセン特有の諸特性を発揮することができるた
め、例えば接着剤、塗料、積層板、成型材料、注型材料、半導体封止材料、プリント基板
絶縁材料、コーティング材料、光学材料、構造材料、フォトレジスト原料等の多岐にわた
る技術分野での応用展開をはかることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施例１のアントラセン誘導体の１Ｈ－ＮＭＲチャートを示す図である。
【図２】実施例１のアントラセン誘導体の１３Ｃ－ＮＭＲチャートを示す図である。
【図３】実施例１のアントラセン誘導体の吸収スペクトルを示す図である。
【図４】実施例１のアントラセン誘導体の蛍光スペクトルを示す図である。
【図５】実施例２のアントラセン誘導体の１Ｈ－ＮＭＲチャートを示す図である。
【図６】実施例２のアントラセン誘導体の吸収スペクトルを示す図である。
【図７】実施例２のアントラセン誘導体の蛍光スペクトルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態をアントラセン誘導体、この製造方法、硬化性組成物及びこの
硬化物の順に詳説する。
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　＜アントラセン誘導体＞
　本発明のアントラセン誘導体は、上記式（１）で表される化合物である。
【００１７】
　上記式（１）中、Ｘ及びＹで表される芳香族基としては、ベンゼン、ナフタレン、アン
トラセン、フェナントレン、テトラセン、クリセン、トリフェニレン等の芳香族炭化水素
から、水素原子を（ｎ１＋１）個又は（ｎ２＋１）個除いた基等が挙げられる。
【００１８】
　上記Ｘ及びＹで表される芳香族基は、どちらも置換基を有していてもよいが、これらの
置換基としては、アルキル基、アルコキシ基、アリール基、アルケニル基、アミノ基、メ
ルカプト基、ヒドロキシル基等が挙げられる。これらの置換基は、Ｘ及びＹごとに、１又
は複数であってもよい。なお、Ｘ及びＹの価数としては、これらの置換基の有無及び置換
基の数に依存せず、Ｘは（ｎ１＋１）価であり、Ｙは（ｎ２＋１）価である。
【００１９】
　上記アルキル基としては、直鎖状、分岐鎖状、単環状若しくは縮合多環状アルキル基、
又は１個以上の－Ｏ－で中断されている直鎖状、分岐鎖状、単環状若しくは縮合多環状ア
ルキル基等が挙げられる。
【００２０】
　直鎖状、分岐鎖状、単環状又は縮合多環状アルキル基の具体例としてはメチル基、エチ
ル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、ノニ
ル基、デシル基、ドデシル基、オクタデシル基、イソプロピル基、イソブチル基、イソペ
ンチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ｓｅｃ－ペンチル基、ｔｅｒｔ－ペ
ンチル基、ｔｅｒｔ－オクチル基、ネオペンチル基、シクロプロピル基、シクロブチル基
、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、アダマンチル基、ノルボルニル基、ボロニル基
、４－デシルシクロヘキシル基等が挙げられる。
【００２１】
　また、１個以上の－Ｏ－で中断されている直鎖状又は分岐鎖状アルキル基の具体例とし
ては、－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨ

２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３、－（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ１－ＣＨ３（ここでｍ１
は１～８の整数である）、－（ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｐ１－ＣＨ３（ここでｐ１
は１～５の整数である）、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３、－ＣＨ２－
ＣＨ－（ＯＣＨ３）２等が挙げられる。１個以上の－Ｏ－で中断されている単環状又は縮
合多環状アルキル基としては、テトラヒドロフラニル基、テトラヒドロピラニル基、７－
オキサノルボルニル基等が挙げられる。
【００２２】
　上記アルコキシ基としては、直鎖状、分岐鎖状、単環状若しくは縮合多環状アルコキシ
基、又は１個以上の－Ｏ－で中断されている直鎖状、分岐鎖状、単環状若しくは縮合多環
状アルコキシ基等が挙げられる。
【００２３】
　直鎖状、分岐鎖状、単環状若しくは縮合多環状アルコキシ基の具体例としては、メトキ
シ基、エトキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基、ペンチルオキシ基、ヘキシルオキシ基、
ヘプチルオキシ基、オクチルオキシ基、ノニルオキシ基、デシルオキシ基、ドデシルオキ
シ基、オクタデシルオキシ基、イソプロポキシ基、イソブトキシ基、イソペンチルオキシ
基、ｓｅｃ－ブトキシ基、ｔｅｒｔ－ブトキシ基、ｓｅｃ－ペンチルオキシ基、ｔｅｒｔ
－ペンチルオキシ基、ｔｅｒｔ－オクチルオキシ基、ネオペンチルオキシ基、シクロプロ
ピルオキシ基、シクロブチルオキシ基、シクロペンチルオキシ基、シクロヘキシルオキシ
基、アダマンチルオキシ基、ノルボルニルオキシ基、ボロニルオキシ基、４－デシルシク
ロヘキシルオキシ基等を挙げることができる。
【００２４】
　また、１個以上の－Ｏ－で中断されている直鎖状又は分岐鎖状アルコキシ基の具体例と
しては、－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３、－Ｏ
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－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３、－Ｏ－（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｍ２－
ＣＨ３（ここでｍ２は１～８の整数である）、－Ｏ－（ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｐ

２－ＣＨ３（ここでｐ２は１～５の整数である）、－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－
ＣＨ２－ＣＨ３、－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ－（ＯＣＨ３）２等を挙げることができる。１個以
上の－Ｏ－で中断されている単環状又は縮合多環状アルコキシ基としては、テトラヒドロ
フラニルオキシ基、テトラヒドロピラニルオキシ基、７－オキサノルボルニルオキシ基等
が挙げられる。
【００２５】
　上記アリール基としては、置換基を有していてもよい芳香環から１個の水素原子を除い
た基が挙げられ、具体例としてはフェニル基、１－ナフチル基、２－ナフチル基、１－ア
ントスリル基、９－アンスリル基、２－フェナントリル基、３－フェナントリル基、９－
フェナントリル基、１－ピレニル基、５－ナフタセニル基、１－インデニル基、２－アズ
レニル基、１－アセナフチル基、２－フルオレニル基、９－フルオレニル基、３－ペリレ
ニル基、ｏ－トリル基、ｍ－トリル基、ｐ－トリル基、２，３－キシリル基、２，５－キ
シリル基、メシチル基、ｐ－クメニル基、ｐ－ドデシルフェニル基、ｏ－メトキシフェニ
ル基、ｍ－メトキシフェニル基、ｐ－メトキシフェニル基、２，６－ジメトキシフェニル
基、３，４－ジメトキシフェニル基、３，４，５－トリメトキシフェニル基、ｐ－シクロ
ヘキシルフェニル基、４－ビフェニル基、ｏ－フルオロフェニル基、ｍ－クロロフェニル
基、ｐ－ブロモフェニル基、ｐ－ヒドロキシフェニル基、ｍ－カルボキシフェニル基、ｏ
－メルカプトフェニル基、ｐ－シアノフェニル基、ｍ－ニトロフェニル基、ｍ－アジドフ
ェニル基等を挙げることができる。
【００２６】
　上記アルケニル基としては、直鎖状、分岐鎖状、単環状又は縮合多環状アルケニル基等
が挙げられ、それらは構造中に複数の炭素－炭素二重結合を有していてもよく、具体例と
しては、ビニル基、１－プロペニル基、アリル基、２－ブテニル基、３－ブテニル基、イ
ソプロペニル基、イソブテニル基、１－ペンテニル基、２－ペンテニル基、３－ペンテニ
ル基、４－ペンテニル基、１－ヘキセニル基、２－ヘキセニル基、３－ヘキセニル基、４
－ヘキセニル基、５－ヘキセニル基、シクロペンテニル基、シクロヘキセニル基、１，３
－ブタジエニル基、シクロヘキサジエニル基、シクロペンタジエニル基等を挙げることが
できる。
【００２７】
　上記Ｘ又はＹとしての芳香族基が置換基を有する場合は、当該アントラセン誘導体の特
徴を維持したまま、さらに機能を付加又は調整することができる。例えば、Ｘ又はＹにお
いて、置換基としてアルキル基を有する芳香族基を備える当該アントラセン誘導体によれ
ば、当該アントラセン誘導体の反応性を低下させることなく屈折率や融点等を調整するこ
とができる。なお、この置換基としてのアルキル基は、立体配座の安定性の点から、低分
子量であることが好ましく、具体的には炭素数が５以下のアルキル基が好ましく、メチル
基又はエチル基がより好ましく、メチル基が特に好ましい。
【００２８】
　上記Ｘ又はＹで表される芳香族基の中でも、高光屈折性、高融点等の点から、置換基を
有さないベンゼン及びナフタレンから水素原子を（ｎ１＋１）個、又は（ｎ２＋１個）除
いてなる基が好ましく、置換基を有さないベンゼンから水素原子を（ｎ１＋１）個、又は
（ｎ２＋１）個除いてなる基がさらに好ましい。またＸとＹとは、異なっていてもよいが
高光屈折性、製造の容易さ等の点から、同一であることが好ましい。
【００２９】
　上記式（１）中の、ｎ１及びｎ２は、１～３の整数であるが、合成の容易性、硬化の制
御性等の点から、ｎ１及びｎ２ともに、１又は２が好ましく、１がさらに好ましい。
【００３０】
　当該アントラセン誘導体において、ｎ１及びｎ２がともに１であり、Ｘ及びＹが置換基
を有さないベンゼンから水素原子を２個除いた基（フェニレン基）であるものが、高融点
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、高光屈折性等、及び合成の容易性等において好ましい。さらに、この場合は、高融点、
製造の容易さ等の点から、フェニレン基においてアリルオキシ基がアントラセン骨格に対
してそれぞれパラ位に位置することが好ましい。
【００３１】
　当該アントラセン誘導体としては、具体的には、以下の式（１－１）～（１－４）で表
される化合物を例示することができる。
【００３２】
【化４】

【００３３】
　当該アントラセン誘導体は、このようにアントラセン骨格を有することによりアントラ
セン特有の諸特性である高炭素密度、高光屈折性、高融点及び紫外線に対する蛍光性能等
を備えている。
【００３４】
　上記の各特性の中でも、例えば光屈折性においては、当該アントラセン誘導体は、アリ
ル基を有するビスフェノールフルオレン等のフルオレン化合物と比しても、アントラセン
骨格を備えていることで同等以上の高屈折率を有している。具体的には、当該アントラセ
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ン誘導体の屈折率は１．６以上となることができる。なお、当該アントラセン誘導体の屈
折率、その他炭素密度、融点等は、Ｘ及びＹが有する置換基を選択すること等により調整
することができる。
【００３５】
　当該アントラセン誘導体は、複数のアリル基を有することから、アントラセン特有の諸
特性を備えた上で、重合性や架橋性等のアリル基含有化合物が備える多様な反応性を有す
る。
【００３６】
　さらに、当該アントラセン誘導体は、芳香環がアントラセン環の９位及び１０位に配置
されていることで、対称性が高く、また、２つ以上のアリル基により架橋することでポリ
マーの主鎖内にアントラセン骨格を導入することが可能である。従って、当該アントラセ
ン誘導体によれば、アントラセン骨格に由来する剛直さを生かした機械的特性に優れたポ
リマーを得ることができ、かつアントラセン骨格の短軸となる９位及び１０位に芳香環が
配置されているため、ポリマー骨格へ導入された際、当該ポリマーが極めて高い炭素密度
を有する等の特有な機能が発揮される。
【００３７】
　＜アントラセン誘導体の製造方法＞
　本発明のアントラセン誘導体は、例えば、
　非反応性含酸素有機溶媒及び酸触媒の存在下で、フェノール類とアントラセン－９－カ
ルボアルデヒドとを反応させ、上記式（２）で表されるアントラセン誘導体（ビスフェノ
ールアントラセン化合物等）を得る第一工程、及び、
　塩基性化合物の存在下、得られた上記式（２）で表されるアントラセン誘導体（ビスフ
ェノールアントラセン化合物等）にハロゲン化アリルを反応させる第二工程
により製造することができる。
【００３８】
　なお、上記式（２）中、Ｘ及びＹの定義及び例示は式（１）と同様である。
【００３９】
　＜第一工程＞
　この製造方法の第一工程におけるフェノール類とは芳香環上にヒドロキシル基を有する
化合物をいい、フェノール系化合物、ナフトール系化合物等が挙げられる。上記フェノー
ル系化合物とは、フェノール及び芳香環上の水素が他の置換基で置換されたフェノールを
いう。上記置換基としては、アルキル基やヒドロキシル基等が挙げられる。この置換基の
数としては、アントラセン－９－カルボアルデヒドとの反応性から、４以下が好ましく、
２以下が更に好ましく、０が特に好ましい。また、アントラセン－９－カルボアルデヒド
との反応性から、ヒドロキシル基のパラ位に置換基が配置されていないことが好ましい。
【００４０】
　上記フェノール系化合物としては例えば、フェノール、ｏ－クレゾール、ｍ－クレゾー
ル、ｐ－クレゾール、２，３－キシレノール、２，４－キシレノール、２，５－キシレノ
ール、２，６－キシレノール、３，４－キシレノール、３，５－キシレノール、２，３，
５－トリメチルフェノール、２，３，６－トリメチルフェノール、２－エチルフェノール
、４－エチルフェノール、２－イソプロピルフェノール、４－イソプロピルフェノール、
２－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、４－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、２－シクロヘキシ
ルフェノール、４－シクロヘキシルフェノール、２－フェニルフェノール、４－フェニル
フェノール、チモール、２－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルフェノール、２－シクロヘキ
シル－５－メチルフェノール、レゾルシン、２－メチルレゾルシン、カテコール、４－メ
チルカテコール、ハイドロキノン、ピロガロール等が挙げられる。
【００４１】
　上記ナフトール系化合物とは、ナフトール及び芳香環上の水素が他の置換基で置換され
たナフトールをいう。上記置換基としてはアルキル基やヒドロキシル基等が挙げられる。
この置換基の数としては、アントラセン－９－カルボアルデヒドとの反応性の点から、６
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以下が好ましく、２以下が更に好ましく、０が特に好ましい。
【００４２】
　上記ナフトール系化合物としては、１－ナフトール、２－ナフトール、１，４－ジヒド
ロキシナフタレン、１，５－ジヒドロキシナフタレン、１，６－ジヒドロキシナフタレン
、２，３－ジヒドロキシナフタレン、２，６－ジヒドロキシナフタレン、２，７－ジヒド
ロキシナフタレン等が挙げられる。
【００４３】
　なお、上記フェノール類は、特にこれらに限定されるものではなく、所望する本発明の
アントラセン誘導体の構造に応じて適宜選択される。例えば、上記フェノール類としてフ
ェノールを選択することで、上記式（２）におけるＸ及びＹがフェニレン基であるアント
ラセン誘導体を製造することができる。なお、これらは単独又は２種以上を組み合わせて
用いてもよい。
【００４４】
　また、このフェノール類の配合量の下限としては、アントラセン－９－カルボアルデヒ
ド１モルに対し２モルが好ましく、４モルがさらに好ましい。このフェノール類の配合量
の上限としては、アントラセン－９－カルボアルデヒド１モルに対し１００モルが好まし
く、５０モルがさらに好ましく、２０モルが特に好ましい。フェノール類の配合量が上記
下限未満では、原料の高次縮合物が生成する等の所望でない副反応が生じることがあり、
精製に多大なエネルギーを要し、逆に上記上限を超えると未反応のフェノール類を除去す
るのに多大なエネルギーを要する為、共に非経済的である。
【００４５】
　第一工程においては、反応溶媒として、分子中に１以上の酸素原子を備える非反応性含
酸素有機溶媒を用いるとよい。なお「非反応性」とは、この反応系におけるフェノール類
、アントラセン－９－カルボアルデヒド及び合成されるアントラセン誘導体とは反応しな
いことをいう。この非反応含酸素有機溶媒としては、例えばアルコール類、多価アルコー
ル系エーテル、環状エーテル類、多価アルコール系エステル、ケトン類、アルキルエステ
ル類、スルホキシド類、カルボン酸類等を用いることができる。
【００４６】
　アルコール類としては、例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール
等の一価アルコール、ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、エチレン
グリコール、プロピレングリコール、トリメチレングリコール、ジエチレングリコール、
ジプロピレングリコール、トリエチレングリコール、トリプロピレングリコール、ポリエ
チレングリコール等の二価アルコール、グリセリン等の三価アルコールが挙げられる。
【００４７】
　多価アルコール系エーテルとしては、例えばエチレングリコールモノメチルエーテル、
エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エ
チレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノペンチルエーテル、エチ
レングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールエチルメチルエーテル、エチレン
グリコールモノフェニルエーテル等のグリコールエーテル類が挙げられる。
【００４８】
　環状エーテル類としては、例えば、１，３－ジオキサン、１，４－ジオキサン、テトラ
ヒドロフラン等が挙げられる。多価アルコール系エステルとしては、例えば、エチレング
リコールアセテート等のグリコールエステル類が挙げられる。ケトン類としては、例えば
アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンなどが挙げられる。アルキルエ
ステル類としては、例えば、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル等が挙げられる。ス
ルホキシド類としては、例えば、ジメチルスルホキシド、ジエチルスルホキシド等が挙げ
られる。カルボン酸類としては、例えば、酢酸等が挙げられる。
【００４９】
　これらの中でもアルコール類及び多価アルコール系エーテルが好ましく、メタノール、
エチレングリコール及びエチレングリコールモノメチルエーテルが特に好ましい。
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【００５０】
　非反応性含酸素有機溶媒としては、上記の例示に限定されず、また、それぞれを単独又
は２種以上を混合して用いても良い。非反応性含酸素有機溶媒の配合量の下限としては、
フェノール類１００質量部に対して、１質量部が好ましく、２質量部が更に好ましく、５
質量部が特に好ましい。また、非反応性含酸素有機溶媒の配合量の上限としては、フェノ
ール類１００質量部に対して、１，０００質量部が好ましく、５００質量部が更に好まし
く、１００質量部が特に好ましい。非反応性含酸素有機溶媒の配合量が上記下限未満であ
ると、反応副生物の生成が顕著となり、生産性が低下するおそれがある。逆に、非反応性
含酸素有機溶媒の配合量が上記上限を超えると、反応速度が低下して生産性が低下するお
それや、精製エネルギーが増大するおそれがある。
【００５１】
　第一工程における酸触媒としては、塩酸、硫酸、リン酸、過塩素酸などの無機酸、蓚酸
、パラトルエンスルホン酸、メタンスルホン酸、フェノールスルホン酸などの有機酸、強
酸性イオン交換樹脂等を挙げることが出来る。これらの触媒は、単独で用いても良いし、
２種以上を組み合わせて用いてもよく、また、メルカプト酢酸等の反応助触媒を併用して
も良い。酸触媒の使用量としては、反応が適当に進む範囲で適宜設定すればよいが、一般
的には、フェノール類１００質量部に対して、０．１～２０質量部である。
【００５２】
　第一工程の反応は、上記のフェノール類、アントラセン－９－カルボアルデヒド、非反
応性含酸素有機溶媒及び酸触媒を反応容器に投入して、所定時間撹拌して行われる。なお
、上記反応容器への投入物の投入順序は問わない。
【００５３】
　第一工程の反応における反応温度は、通常０～１００℃、好ましくは２５～６０℃の範
囲で行われる。反応温度が低すぎると、反応時間が長くなる可能性があり、一方、反応温
度が高すぎると、高次縮合物及び異性体等の反応副生物の生成が助長され、当該アントラ
セン誘導体の純度が低下する可能性がある。
【００５４】
　第一工程の反応における反応容器内の圧力は、通常は常圧であるが、加圧又は減圧で行
っても良く、具体的には内部圧力（ゲージ圧）が－０．０２～０．２ＭＰａの範囲である
ことが好ましい。
【００５５】
　第一工程の反応における反応時間は、用いるフェノール類、非反応性含酸素有機溶媒の
種類と量、原料モル比、反応温度、圧力等に左右され、一概に定めることは出来ないが一
般的には、１～４８時間の範囲であることが好ましい。
【００５６】
　第一工程の反応終了後、酸触媒を除去し、生成物を分離する。この触媒除去の方法とし
ては、一般的には、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン等の難水溶性有機溶媒
に生成物を溶解し、水洗により除去を行うが、その他中和処理を行った後析出した中和塩
を濾別する方法や、アニオン性充填剤の詰まったカラムに反応液を通過させる方法等、特
に制限はない。
【００５７】
　第一工程においては触媒除去後、精製により上記式（２）で表されるアントラセン誘導
体（ビスフェノールアントラセン化合物等）を取り出す。一般的には、目的物に対して貧
溶媒として作用し、その他の副生成物や未反応原料には良溶媒として作用する溶媒（キシ
レン等）を添加し、析出させた後、濾別、乾燥する方法や、カラムクロマトグラフィーに
よる方法等によって第一工程の目的物である上記式（２）で表されるアントラセン誘導体
（ビスフェノールアントラセン化合物等）を精製することができる。
【００５８】
　＜第二工程＞
　第二工程においては、塩基性化合物の存在下、第一工程で得られた上記式（２）で表さ
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れるアントラセン誘導体（ビスフェノールアントラセン化合物等）にハロゲン化アリルを
反応させることにより当該アントラセン誘導体が製造される。
【００５９】
　第二工程における塩基性化合物としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム
、水酸化リチウム等のアルカリ金属水酸化物や、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等のアル
カリ金属の炭酸塩等が挙げられ、これらのうちの１種又は２種以上を用いることができる
。これらの塩基性化合物の中でも、アルカリ金属の炭酸塩が好ましく、炭酸カリウムがさ
らに好ましい。この塩基性化合物の使用量としては、上記式（２）で表されるアントラセ
ン誘導体（ビスフェノールアントラセン化合物等）１モルに対して例えば０．１～１０モ
ルであり、好ましくは、１～６モルである。
【００６０】
　第二工程におけるハロゲン化アリルの配合量は、上記式（２）で表されるアントラセン
誘導体（ビスフェノールアントラセン化合物等）１モルに対して、例えば２～３０モルで
あり、好ましくは、２．５～１０モルである。上記ハロゲン化アリルとしては、アリルク
ロリド、アリルブロミド等が挙げられるが、アリルブロミドが好ましい。
【００６１】
　第二工程における反応時間は、反応モル比、反応温度、圧力等に依存するため一概に定
めることはできないが、通常２時間以上１２時間以下であることが好ましい。
【００６２】
　第二工程における反応圧力は、通常は常圧であるが、加圧又は減圧下で反応を行っても
良く、具体的には内部圧力（ゲージ圧）が－０．０２～０．２ＭＰａが好ましい。
【００６３】
　第二工程においては、反応物である上記式（２）で表されるアントラセン誘導体（ビス
フェノールアントラセン化合物等）の溶解性を高めるため、反応溶媒を用いても良い。こ
の反応溶媒としては、副反応を起こさない限りにおいて特に制限はないが、一般的にはア
ルコール類が好ましく、その中でも特にメタノールが好ましい。この反応溶媒の使用量と
しては、上記式（２）で表されるアントラセン誘導体（ビスフェノールアントラセン化合
物等）１００質量部に対して、１００～１，０００質量部が好ましい。
【００６４】
　この第二工程の反応終了後、生成物を分離する。この生成物の分離は、反応液にメタノ
ール等のアルコールを加え、結晶として析出させることで効率的に行うことができる。こ
のようにして析出した結晶は、公知の方法で、濾過、洗浄、乾燥等を行い、本発明のアン
トラセン誘導体を精製することができる。
【００６５】
　＜硬化性組成物＞
　本発明の硬化性組成物は、上記式（１）で表されるアントラセン誘導体及び／又はこの
アントラセン誘導体から得られる重合体を含むものである。当該組成物は硬化性を有し、
蛍光特性などのアントラセン骨格を有する化合物に特有な性質を備え、高い汎用性と付加
価値を有する様々な樹脂を合成する樹脂原料や、接着剤、塗料等に用いることができる。
なお、アントラセン誘導体から得られる重合体としては、上記アントラセン誘導体が熱に
より架橋した重合体や、上記アントラセン誘導体と他のモノマーとの共重合体などが挙げ
られる。
【００６６】
　当該硬化性組成物においては、上記アントラセン誘導体及び／又はこのアントラセン誘
導体から得られる重合体以外の他の成分を含んでいてもよく、この他の成分としては、各
樹脂を製造する際に使用される公知のものが挙げられる。この他の成分としては、例えば
溶媒、無機充填剤、顔料、揺変性付与剤、流動性向上剤、他のモノマー等を挙げることが
できる。
【００６７】
　上記溶媒としては、組成物構成によって異なるが、例えば、エーテル類、ジエチレング
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リコールアルキルエーテル類、エチレングリコールアルキルエーテルアセテート類、プロ
ピレングリコールモノアルキルエーテル類、プロピレングリコールモノアルキルエーテル
アセテート類、プロピレングリコールモノアルキルエーテルプロピオネート類、芳香族炭
化水素類、ケトン類、エステル類等を挙げることができる。
【００６８】
　また、無機充填剤としては、球状あるいは破砕状の溶融シリカ、結晶シリカ等のシリカ
粉末、アルミナ粉末、ガラス粉末、マイカ、タルク、炭酸カルシウム、アルミナ、水和ア
ルミナ等が挙げられ、また、顔料としては、有機系又は無機系の体質顔料、鱗片状顔料等
が挙げられる。揺変性付与剤としては、シリコン系、ヒマシ油系、脂肪族アマイドワック
ス、酸化ポリエチレンワックス、有機ベントナイト系等を挙げることができ、流動性向上
剤としては、フェニルグリシジルエーテル、ナフチルグリシジルエーテル等を挙げること
ができる。
【００６９】
　＜硬化物＞
　本発明の硬化物は、上記硬化性組成物を硬化して得られるものである。当該硬化物は各
種樹脂として使用することができる。当該硬化物は、アントラセン骨格に由来する高融点
、高屈折率、及び蛍光性能といった様々な特性を有する高汎用性の材料として様々な用途
に用いることができる。なお、当該硬化物は、上記硬化性組成物への光照射、加熱等、各
組成に対応した公知の方法を用いることによって得ることができる。
【００７０】
　これらの硬化物は、機能性を活かして、例えばレンズ、光学シート等の光学材料、ホロ
グラム記録材料等の記録材料、有機感光体、フォトレジスト材料、反射防止膜、半導体封
止材等の高機能材料等として用いることができる。
【実施例】
【００７１】
　以下、合成例及び実施例によって本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれらの
実施例に限定されるものではない。
【００７２】
　なお、得られたアントラセン誘導体についての測定は下記測定機器及び測定方法により
行った。
【００７３】
　＜ＧＰＣ純度＞
　ＧＰＣ純度は、東ソー製ＨＬＣ－８２２０型ＧＰＣ、ＲＩ検出器、ＴＳＫ－Ｇｅｌ　Ｓ
ｕｐｅｒＨＺ２０００＋ＨＺ１０００＋ＨＺ１０００（４．６ｍｍφ×１５０ｍｍ）カラ
ムを用い、展開溶媒としてテトラヒドロフランを０．３５ｍＬ／分で送液し、目的物ピー
クの面積比によって求めた。
【００７４】
　＜ＨＰＬＣ純度＞
　ＨＰＬＣ純度及び反応の終点確認は、島津製作所製ＨＰＬＣ　Ｐｒｏｍｉｎｅｎｃｅシ
リーズ、ＵＶ検出器ＳＰＤ－２０Ａ（２４６ｎｍ）、ＧＬサイエンス製ＯＤＳ－３（４．
６ｍｍφ×２５０ｍｍ）カラムを用い、展開溶媒として水／アセトニトリル＝４０／６０
（体積比）を１．０ｍＬ／分で送液し、目的物ピークの面積比によって求めた。
【００７５】
　＜融点＞
　融点は、リガク製ＤＳＣ８２３０型示差走査熱量計にて、窒素雰囲気下５℃／分の昇温
速度によるピークトップ法にて求めた。
【００７６】
　＜１Ｈ－ＮＭＲ及び１３Ｃ－ＮＭＲ＞
　１Ｈ－ＮＭＲ及び１３Ｃ－ＮＭＲは、バリアン社製ＵＮＩＴＹ－ＩＮＯＶＡ　４００Ｍ
Ｈｚを用い、ＴＭＳを基準物質としてクロロホルム－ｄ１又はＤＭＳＯ－ｄ６溶媒で測定
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した。
【００７７】
　＜屈折率＞
　屈折率は、京都電子工業製ＲＡ－５２０Ｎ型屈折率計を用い、２５℃にて１、５及び１
０質量％の各濃度でプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）
に溶解して測定し、検量線を作成して１００質量％時の換算屈折率を求めた。
【００７８】
　＜吸収スペクトル及び蛍光スペクトル＞
　吸収スペクトルは、日本分光製分光光度計Ｖ－５７０を用いて１×１０－５ｍｏｌ／Ｌ
濃度でＤＭＳＯに溶解して、２５０ｎｍから６００ｎｍの波長範囲にて測定を行った。蛍
光スペクトルは、日立ハイテクノロジーズ社製蛍光分光光度計Ｆ－４０１０を用い、１×
１０－５ｍｏｌ／Ｌ濃度でＤＭＳＯに溶解して極大波長で励起させて測定を行った。また
、アズワン製ハンディーＵＶランプＳＬＵＶ－４を用いて、３６５ｎｍの紫外線を照射し
、発光の有無を観察した。
【００７９】
　［合成例１］ビスフェノールアントラセンの合成
　３００ｍＬの還流管付き反応容器に、フェノール（１１２．８ｇ，１．２０ｍｏｌ）、
アントラセン－９－カルボアルデヒド（４９．４ｇ，０．２４ｍｏｌ）及びメタノール（
１１．３ｇ）を入れ、４０℃にて溶解した。濃硫酸（５．６ｇ）を投入し、４０℃で２４
時間反応を行った。次いで、反応液をメチルイソブチルケトン（１６９．２ｇ）に溶解し
、蒸留水（５６．４ｇ）にて水洗を数回行って触媒を除去した。減圧下にて、メチルイソ
ブチルケトン及びフェノールを留去した後、キシレン（１６９．２ｇ）及び蒸留水（１１
．３ｇ）を投入して１０℃で攪拌した。析出した結晶を濾別後、減圧乾燥を行って、淡黄
色の９－（４－ヒドロキシベンジル）－１０－（４－ヒドロキシフェニル）アントラセン
４８．３ｇ（収率５３．３％）を得た。
【００８０】
　［合成例２］ビスクレゾールアントラセンの合成
　３００ｍＬの還流管付き反応容器に、ｏ－クレゾール（１０８．１ｇ，１．００ｍｏｌ
）、アントラセン－９－カルボアルデヒド（４１．３ｇ，０．２０ｍｏｌ）及びメタノー
ル（５４．０ｇ）を入れ、４０℃にて溶解した。３５質量％塩酸（１０．８ｇ）を投入し
、４０℃で２４時間反応を行った。次いで、反応液をメチルイソブチルケトン（２１６．
０ｇ）に溶解し、蒸留水（２１６．０ｇ）にて水洗を数回行って触媒を除去した。減圧下
にて、メチルイソブチルケトン及びフェノールを留去した後、キシレン（３２４．３ｇ）
及びシクロヘキサン（２１．５ｇ）を投入して１０℃で攪拌した。析出した結晶を濾別後
、減圧乾燥を行って、淡黄色の９－（３－メチル－４－ヒドロキシベンジル）－１０－（
３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）アントラセン４５．１ｇ（収率５５．７％）を得
た。
【００８１】
　［実施例１］アントラセン誘導体の合成（ビスフェノールアントラセンのアリル化）
　３００ｍＬの還流管付き反応容器に、得られた上記ビスフェノールアントラセン（３７
．６ｇ，０．１ｍｏｌ）、メタノール（７５．２ｇ）、及び炭酸カリウム（２７．６ｇ，
０．２ｍｏｌ）を入れ、撹拌溶解した。アリルブロミド（３６．３ｇ，０．３ｍｏｌ）を
添加後、加熱して還流反応を５時間行った。３０℃以下に冷却後、メタノール（６５．０
ｇ）を投入し、減圧濾過にて析出していた結晶物９７．０ｇを得た。得られた結晶物に酢
酸エチル（３００ｇ）を加えて、６０℃で溶解後、蒸留水（１００．０ｇ）にて水洗を数
回行って残留している塩基性化合物を除去した。減圧下にて、残留している純水を留去し
た後、冷却しメタノール（１５０．０ｇ）を加えて３０℃で晶析した。析出した結晶を濾
別後、減圧乾燥を行って、薄黄色結晶である目的のアントラセン誘導体３１．１ｇ（収率
６８．３％）を得た。
【００８２】
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　得られた結晶は、ＧＰＣ純度９９．０％、ＨＰＬＣ純度９８．３％、融点１４０．９℃
、換算屈折率１．６６３（２５℃）であった。また、ＵＶランプ（３６５ｎｍ）照射時の
青色の発光を目視にて確認した。１Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，クロロホルム－ｄ１，δ
，ｐｐｍ／４．４，４．６，４Ｈ，－Ｏ－ＣＨ２－ｖｉｎｙｌ／４．９，２Ｈ，－ＣＨ２

－／５．２～５．５，４Ｈ，－ＣＨ＝ＣＨ２／６．１～６．２，２Ｈ，－ＣＨ＝ＣＨ２／
６．７，７．０～７．１，７．３，８Ｈ，Ｐｈｅｎｙｌ－Ｈ／７．２～７．３，７．４～
７．５，７．７，８．２，８Ｈ，Ａｎｔｈｒｙｌ－Ｈ）及び１３Ｃ－ＮＭＲ（４００ＭＨ
ｚ，クロロホルム－ｄ１，δ，ｐｐｍ／３２．８，－ＣＨ２－／６８．７，６８．８，－
Ｏ－ＣＨ２－ｖｉｎｙｌ／１１７．５，１１７．７，１３３．２，１３３．３，－ｖｉｎ
ｙｌ／１１４．５，１１４．６，１３０．４，１３０．０，１３２．３，１３３．０，１
５６．８，１５７．９，－Ｐｈｅｎｙｌ／１２４．６，１２４．８，１２５．５，１２７
．７，１２９．０，１３１．３，１３１．９，１３６．５，－Ａｎｔｈｒｙｌ)にて、９
－（４－ヒドロキシベンジル）－１０－（４－ヒドロキシフェニル）アントラセンジアリ
ルエーテル（上記式（１－１）で表される化合物）であることを確認した。図１に１Ｈ－
ＮＭＲチャート、図２に１３Ｃ－ＮＭＲチャートを示す。また、ＵＶランプ（３６５ｎｍ
）照射時の青色の発光を目視にて確認した。図３に吸収スペクトル、図４に蛍光スペクト
ル（励起波長：３８０ｎｍ）を示す。
【００８３】
　[実施例２]アントラセン誘導体の合成（ビスクレゾールアントラセンのアリル化）
　３００ｍＬの還流管付き反応容器に、得られた上記ビスクレゾールアントラセン（１６
．２ｇ，０．０４ｍｏｌ）、メタノール（８１．０ｇ）、及び炭酸カリウム（１１．２ｇ
，０．０８ｍｏｌ）を入れ、撹拌溶解した。アリルブロミド（１４．６ｇ，０．１２ｍｏ
ｌ）を添加後、加熱して還流反応を５時間行った。３０℃以下に冷却後、メタノール（３
６．６ｇ）を投入し、減圧濾過にて析出していた結晶物２８．７ｇを得た。得られた結晶
物にトルエン（４８．６ｇ）を加えて、６０℃で溶解後、蒸留水（４８．６ｇ）にて水洗
を数回行って残留している塩基性化合物を除去した。減圧下にて、残留している純水を留
去した後、冷却しメタノール（９７．８ｇ）を加えて２０℃で晶析した。析出した結晶を
濾別後、減圧乾燥を行って、黄緑色結晶である目的のアントラセン誘導体１３．１ｇ（収
率６７．５％）を得た。
【００８４】
　得られた結晶は、ＧＰＣ純度１００．０％、ＨＰＬＣ純度９８．７％、融点１１９．５
℃、換算屈折率（２５℃）１．６５５であった。また、ＵＶランプ（３６５ｎｍ）照射時
の黄緑色の発光を目視にて確認した。１Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ６，δ
，ｐｐｍ／２．０，２．２，６Ｈ，－ＣＨ３／４．４～４．７，４Ｈ，－Ｏ－ＣＨ２－ｖ
ｉｎｙｌ／４．９，２Ｈ，－ＣＨ２－／５．１～５．３，５．３～５．５，４Ｈ，－ＣＨ
＝ＣＨ２／５．９～６．２，２Ｈ，－ＣＨ＝ＣＨ２／６．７，６．８，７．０，７．１～
７．２，６Ｈ，Ｐｈｅｎｙｌ－Ｈ／７．３～７．４，７．４～７．５，７．６，８．３，
８Ｈ，Ａｎｔｈｒｙｌ－Ｈ）にて、９－（３－メチル－４－ヒドロキシベンジル）－１０
－（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）アントラセンジアリルエーテル（上記式（１
－２）で表される化合物）であることを確認した。図５に１Ｈ－ＮＭＲチャートを示す。
また、ＵＶランプ（３６５ｎｍ）照射時の青色の発光を目視にて確認した。図６に吸収ス
ペクトル、図７に蛍光スペクトル（励起波長：３７７ｎｍ）を示す。
【００８５】
　実施例１及び実施例２で得られた本発明のアントラセン誘導体は、高い光屈折性及び蛍
光特性を有することがわかる。また、実施例１で得られた上記式（１）においてＸ及びＹ
がフェニレン基であり、ｎ１及びｎ２が１であるアントラセン誘導体は、実施例２のアン
トラセン誘導体と比して、光屈折率及び融点がより高いことがわかる。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明のアントラセン誘導体は、高い光屈折性及び蛍光性能といった特性を有する硬化
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性組成物を提供することができる。さらに、このアントラセン誘導体を含む硬化性組成物
は、例えば接着剤、塗料、積層板、成型材料、注型材料、半導体封止材料、プリント基板
絶縁材料、コーティング材料、光学材料、構造材料、フォトレジスト原料などに用いるこ
とができる。
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